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今回発表の 

事業所や 

サービスの 

紹介 

平成 2 年に市内初の特養として開所し、平成 20 年に現在の社会福祉法人に移譲となり、

特養７１床 ショートステイ６床 その他にデイサービスセンター・居宅介護・包括の

事業所を併設し、積極的に地域と共に生活する施設としての運営に取り組んでいる。口

腔ケアに近隣の歯科医院から歯科医・衛生士が月２回来苑し、摂食嚥下の確認を多職種

で行っている。当施設では平成２３年にゼリー食の完全実施で誤嚥性肺炎ゼロとなる。 

《１． 研究前の状況と課題》 

 決められた食事時間の中、限られた職員数

で介護しなくてはならないのが現場である。

それに加え、日々、利用者の摂食・嚥下状態

は変化している為、その利用者にあった迅速

な食事形態の変更が求められる。しかし、体

調の変化、病状により食事形態に迷うことが

あり、変更の判断が困難となる場面が少なか

らずあった。 

個々の利用者の状態変化を受け食事形態をど

のように変更していくかその根拠となるもの

を明確にするとともに、多職種連携を図り利

用者の食事状況把握、改善へ繋げていく。 

《２．研究の目標と期待する成果・目的》 

根拠のある食事形態の変更を目標とする。期

待する成果として訪問歯科・看護師・介護士・

栄養士との連携を図り意見を言い合える場を

つくる。 



《３．具体的な取り組みの内容》 

１． 食事委員が平成２５年５月から口腔

ケアの担当となる。 

２． 訪問歯科による食事摂取状況の評価 

・水飲みテスト 

・摂食嚥下テスト 

・評価時の多職種の参加 

【事例】 

【A 様】年齢 90 歳 女性 要介護 5 

食事形態＝主食粥食 副食＝軟菜刻み トロ

ミ＝あり むせ込み＝あり 自歯＝なし 義

歯＝なし 介助＝全介助 車いす上で首の仰

け反りとお茶での咽込みがあり摂食嚥下テス

ト実施。 

３． 摂食嚥下に関する外部研修の参加。 

《４．取り組みの結果と考察》 

１． 口腔ケアに食事委員会が窓口となる

ことで訪問歯科との連携が図れるよ

うになった。 

２． 食事状況の評価として水飲みテス

ト・摂食嚥下テストを行うことでその

人にあった食事形態の見直しができ

るようになった。また、食事介助の指

導を受けることで、より安全な食事介

助ができるようになった。 

A 様は車椅子に座り全介助で食事を摂られて

いた。嚥下テストを実施した結果、椅子に座

り自助具を使い食事への意欲も増し自力摂取

できるまでになる。また、フロア職員や家族

も変化を感じるほどに表情が明るくなった。 

３． 外部研修へ参加し様々な情報を得る

ことで知識の幅が広がった。 

《５．まとめ、結論》 

 今回の取り組みにより摂食嚥下テストに多

職種が参加することで、1 つの職種では不安

や疑問があった食事形態に対し根拠が明確に

なりその人に合う食事形態を提供できるよう

になった。また、食事姿勢や介助方法でより

安全な食事提供ができることを学んだ。 

 摂食嚥下テストが始まった当初は、訪問歯

科の指示のまま行動していた。しかし、話し

合いを重ねるごとに職員の意識も徐々に変わ

り、今では自発的に提案や意見交換すること

ができるようにまでなった。担当職員のスキ

ルアップによって、専門職がいなくても基本

的なことが考えられるようになることで食支

援の視野がより広がった。 

 今後の課題として、核になるスタッフから

他のスタッフに知識や技術をどう浸透させて

いくべきか、という点が挙げられる。 

《６．倫理的配慮に関する事項》 

 なお、本研究発表を行うにあたり、ご本人

（ご家族）に口頭にて確認をし、本研究発表

以外では使用しないこと、それにより不利益

を被ることはないことを説明し、回答をもっ

て同意を得たこととした。 

《７．参考文献》 

○「食べる」介護がまるごとわかる本
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菊谷 武 
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